
備前地域最大級の山城跡 

天神山城跡　附根小屋跡、岡本屋敷及び木戸館、伝浦上与次郎墓 

指定区分 県指定史跡

読みかた
てんじんやまじょうあと　つけたりねごやあ
と　おかもとやしきおよびきどやかた　でん
うらかみよじろうはか

所在地 和気町岩戸

指定年月日 昭和57年4月9日

解説

備前、播磨、美作を支配した戦国大名の
浦上宗景の居城。標高409ｍの天神山の
山頂にあり、備前地域では最大級の規模
である。本丸、二の丸、三の丸など、城内
の遺構が比較的良好に残存している。天
正３年（1575）に宇喜多直家によって攻め
られ、落城したと考えられている。山麓に
は屋敷跡や、宗景の長男の浦上与次郎の
墓と伝えられている五輪塔が残っている。

アクセス方法
JR和気駅から約10kmさらに登山口から本
丸跡まで徒歩約40分

公開状況
自由　※一部安全のため入れない場所が
あることがあります。

設備

備考

天神山城の出土品は、佐伯ふる里会館
(和気町岩戸/登録有形文化財)及び学び
館サエスタに保存され、一部が展示公開さ
れている。



していくぶん
（指定区分）

県指定史跡

ぶんかざいめい
（文化財名）

天神山城跡　附根小屋跡、岡本屋敷及び
木戸館、伝浦上与次郎墓

よみかた
てんじんやまじょうあと　つけたりねごやあ
と　おかもとやしきおよびきどやかた　でん
うらかみよじろうはか

しょざいち
（所在地）

和気町岩戸

していしたひ
（指定した日）

昭和57年4月9日

せつめい

16世紀につくられた山城（やまじろ）のあと
です。備前地域（びぜんちいき）では最大
級（さいだいきゅう）の規模（きぼ）です。戦
（いくさ）によって城主（じょうしゅ）浦上宗景
（うらがみむねかげ）が備前国（びぜんこ
く）を追（お）われ、城は焼（や）き払（はら）
われたと考（かんが）えられています。

きっずページ


